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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) １ 売上高には、消費税等は含まれていない。 

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載していない。 

  

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第２四半期 
連結累計期間

第85期
第２四半期 
連結会計期間

第84期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日

自 平成20年７月１日
至 平成20年９月30日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 (百万円) 26,175 13,578 50,887

経常利益 (百万円) 1,429 704 2,492

四半期(当期)純利益 (百万円) 883 413 2,201

純資産額 (百万円) ― 27,338 27,668

総資産額 (百万円) ― 35,351 36,091

１株当たり純資産額 (円) ― 409.28 404.43

１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) 13.02 6.15 31.45

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 77.3 76.7

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 1,410 ― 2,121

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △606 ― △274

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △940 ― △1,625

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) ― 699 836

従業員数 (名) ― 568 564
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当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれてい   

る事業の内容に重要な変更はない。 

 また、主要な関係会社についても異動はない。 

  

  

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。 

  

  

(1) 連結会社における状況 

平成20年９月30日現在 

 
(注)  従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む）であり、臨時従業員数は[ ]内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載している。 

なお、臨時従業員には、派遣社員を除いている。 

  

  

(2) 提出会社の状況 

平成20年９月30日現在 

 
(注)  従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時従業

員数は[ ]内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載している。 

なお、臨時従業員には、派遣社員を除いている。 

  

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

従業員数(名) 568［141］

従業員数(名) 347［89］
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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。 
  

 
(注) １ 金額は販売価格により、セグメント間の内部振替前の数値による。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていない。 

  

(2) 受注実績 

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去している。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていない。 

  

(3) 販売実績 

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。 
  

 
(注) １ セグメント間の取引については、相殺消去している。 

２ 本表の金額には、消費税等は含まれていない。 

３ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりである。 

  

 
４ 上表の金額には、消費税等は含まれていない。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

電線・ケーブル 10,613 

電子材料・光部品他 2,443 

合計 13,056 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

電線・ケーブル 10,803 3,029

電子材料・光部品他 2,433 ―

合計 13,236 3,029

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

電線・ケーブル 11,133 

電子材料・光部品他 2,445 

合計 13,578 

相手先
当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

住電日立ケーブル株式会社 5,032 37.1
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当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていない。 

  

  

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済情勢は、サブプライム問題に端を発する欧米諸国の金

融システム不安定化による世界経済の減速化傾向を受け、「減速」から「停滞」の感を強めております。

特に当第２四半期末では、米国金融機関の破綻を契機に、米欧の金融システムがパニック状況に陥るとと

もに投機資金の流出による世界的な株安や原油価格をはじめとする資源価格の急落により、我が国経済も

深刻な影響を及ぼす状況となってきております。こうした状況のもと、当社グループにおいては、当第２

四半期連結会計期間の売上高は、引き続き堅調な電線・ケーブル需要と電子材料の増販等により１３５億

７千８百万円となりました。営業利益は、６億６千５百万円 、経常利益は７億４百万円、四半期純利益

は４億１千３百万円となりました。  

 以下、事業の種類別セグメントごとの業績の概況は次のとおりであります。なお、各セグメント売上高

の金額にはセグメント間取引を含んでおります。  

①電線・ケーブル事業  

電力会社の更新投資の増加、建設・電販部門の大型プロジェクト受注、光ファイバーケーブルのＦＴＴ

Ｈ向け受注増等により電線需要は堅調に推移しました。その結果、電線・ケーブル事業の売上高は、１１

１億４千万円となりました。  

また、営業利益は銅価急落による評価損の発生により５千３百万円にとどまりました。  

②電子材料・光部品他事業 

電子材料・光部品他事業の売上高は、導電ペースト関連製品の伸長により２４億７千万円となりまし

た。また、営業利益は６億２百万円となりました。 

  

(2) 財政状態の分析 

当第２四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、主として売掛債権の回収増による受取手形

及び売掛金の減少および投資有価証券について、時価下落に伴う評価額減少により総資産は７億４千万円

減少しました。負債は、繰延税金負債の減少等による固定負債の減少により４億９百万円減少しました。

純資産は配当金の支払い、自己株式の取得等により３億３千万円減少しました。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に税金等調

整前四半期純利益の増加により資金の増加があったことから、有形固定資産の取得、自己株式の取得およ

び短期借入金の返済等による資金の減少があったものの、６億９千９百万円となりました。  

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第２四半期連結会計期間において、営業活動による資金収支は１０億３百万円の増加となりました。

これは、主として、税金等調整前四半期純利益の増加によるものであります。 

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態及び経営成績の分析】
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第２四半期連結会計期間において、投資活動による資金収支は２億６千万円の減少となりました。こ

れは、主に有形固定資産の取得によるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第２四半期連結会計期間において、財務活動による資金収支は、７億１千９百万円の減少となりまし

た。これは、短期借入金の返済５億円および自己株式取得２億２千万円の支出等によるものであります。

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億９千５百万円であります。 

  

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

今後国内景気は、民間設備投資や企業業績にかげりが見られる中、停滞感を強めていくものと予測され

ます。電線業界においても、銅、原油等の原材料価格が、世界的な金融不安による投機的資金の撤退によ

り、下落傾向が続くものと予想されますが、金融の不安定化に伴う実態経済への影響が顕在化し、銅電線

および光ファイバの需要はともに厳しい状況が続くものと見込まれます。  

 当社グループとしては、このような厳しさを増す環境下にあって、電線・ケーブル事業においては、一

層の事業基盤の強化を図るべく、生産面での効率化に取り組んでおり、大阪工場の生産体制の強化および

物流機能の整備を行っております。販売面でも、産業用ロボット向高力ケーブルの品揃えの充実、および

セミ被害対策光ドロップケーブル「せみタフ！」をはじめとする新規商品の拡販を進めており、一定の成

果をあげつつあります。  

 また、電子材料・光部品他事業において、タツタ システム・エレクトロニクス株式会社では、電磁波

シールドフィルムの好調な需要に対応して、京都府福知山市の第2工場の建設を鋭意進めており、加えて

機能性フィルムの新規商品の開発にも積極的に取り組んでおります。さらに、当社の光部品事業について

は、将来を見据え、拡大が見込まれるフォトエレクトロニクス市場へ向け、新設の光ファイバ加工品専用

工場の充実・強化を図っております。  

  

(7) 経営者の問題意識と今後の方針について 

当社グループは、全事業分野において事業の発展に果敢に挑戦し、一層の業績向上を実現することによ

り企業価値をさらに高めるとともに、景気変動に左右されない強靭な経営体質の確立を目指します。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

第１四半期連結会計期間末に計画中であった、タツタ電線株式会社大阪工場における物流システム構

築については、平成20年７月に完了した。 

 当投資は、在庫管理システム、製品置き場拡張及び計尺切断機更新による合理化投資であり、生産能

力の著しい増加はない。 
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
(注) 権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式 

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はない。 

  

(3) 【ライツプランの内容】 

該当事項はない。 

  

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 156,693,000

計 156,693,000

種類
第２四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 70,156,394 70,156,394
東京証券取引所
大阪証券取引所  
(各市場第一部)

(注)

計 70,156,394 70,156,394 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式
総数残高 
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成20年９月30日  ― 70,156 ― 6,676 ― 1,076
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(5) 【大株主の状況】 

平成20年９月30日現在 

 
(注) 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式の全て

は、信託業務に係る株式である。 

  

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

新日鉱ホールディングス 
株式会社 

東京都港区虎ノ門２丁目10番１号 22,739 32.41

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口） 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 3,600 5.13

タツタ電線株式会社 大阪府東大阪市岩田町２丁目３番１号 3,360 4.79

住友金属鉱山株式会社 東京都港区新橋５丁目11番３号 1,921 2.74

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関３丁目７番３号 1,572 2.24

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４） 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,478 2.11

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４Ｇ） 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,359 1.94

シービーエヌワイ デイエフエイ 
インターナショナル キャップ 
バリュー ポートフォリオ 
（常任代理人 シティバンク、エ
ヌエイ 東京支店 証券業務部） 

1299 OCEAN AVENUE, 11F, SANTA MONICA, CA 
90401 USA 
（東京都品川区東品川２丁目３番14号） 

1,146 1.63

稗田 豊 大阪府大阪市阿倍野区 1,001 1.43

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 

東京都港区浜松町２丁目11番３号 989 1.41

計 ― 39,167 55.83
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(6) 【議決権の状況】 

  

① 【発行済株式】 

平成20年９月30日現在 

 
(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権の数８個)含まれてい

る。 

単元未満株式には自己株式940株が含まれている。 

  

  

② 【自己株式等】 

平成20年９月30日現在 

 
  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注) 最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部における市場相場による。 

  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)   
普通株式  3,360,000 

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式 

完全議決権株式(その他) 普通株式 66,452,000 66,452 同上

単元未満株式 普通株式   344,394 ― 同上

発行済株式総数           70,156,394 ― ―

総株主の議決権 ― 66,452 ―

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式)  
タツタ電線株式会社 

東大阪市岩田町２丁目３番１号 3,360,000 ― 3,360,000 4.79

計 ― 3,360,000 ― 3,360,000 4.79

２ 【株価の推移】

月別
平成20年 
４月 ５月

 
６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 274 275 348 308 292 302

最低(円) 245 257 268 262 273 246
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前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであ

る。 

  

(1) 役職の異動 

  

 
(注) 福知山工場は、第１四半期において京都工場へと名称変更している。 

３ 【役員の状況】

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 執行役員  
通信・電線部門生産本部  
京都工場長  
  

取締役 執行役員
通信・電線部門生産本部 
福知山工場長 
（兼）同工場製造部長 

北 島 秀 樹 平成20年７月１日

取締役 執行役員  
通信・電線部門生産本部  
生産総合管理室長  
（兼）同室品質保証部長  
（兼）同室TPM 推進部長 
  

取締役 執行役員 
通信・電線部門生産本部  
生産総合管理室長  
（兼）同室設備技術部長 
（兼）同室品質保証部長 
（兼）同室TPM 推進部長 

檀 上 芳 郎 平成20年７月１日

─ 11 ─



第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７

月１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月

30日まで)の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けてい

る。 

  

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について
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1【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 668 805

受取手形及び売掛金 18,833 18,929

有価証券 30 30

製品 2,287 2,466

原材料 912 932

仕掛品 2,404 2,175

繰延税金資産 312 331

短期貸付金 261 411

その他 519 414

貸倒引当金 △21 △40

流動資産合計 26,208 26,458

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※１  1,948 ※１  1,969

機械装置及び運搬具（純額） ※１  2,653 ※１  2,903

工具、器具及び備品（純額） ※１  309 ※１  272

土地 1,875 1,875

建設仮勘定 397 131

有形固定資産合計 7,183 7,152

無形固定資産   

ソフトウエア 179 162

ソフトウエア仮勘定 31 93

施設利用権 5 5

その他 3 1

無形固定資産合計 219 262

投資その他の資産   

投資有価証券 1,296 1,761

長期貸付金 1 1

長期前払費用 23 1

前払年金費用 283 316

その他 150 160

貸倒引当金 △14 △22

投資その他の資産合計 1,740 2,218

固定資産合計 9,143 9,633

資産合計 35,351 36,091
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,529 3,520

1年内返済予定の長期借入金 334 167

未払金 344 601

未払費用 900 897

未払法人税等 590 463

その他 105 159

流動負債合計 5,805 5,809

固定負債   

長期借入金 1,666 1,833

繰延税金負債 92 299

退職給付引当金 85 221

役員退職慰労引当金 69 66

総合設立厚生年金基金引当金 145 24

環境対策引当金 147 147

負ののれん － 16

その他 2 4

固定負債合計 2,207 2,613

負債合計 8,012 8,422

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,676 6,676

資本剰余金 4,537 4,537

利益剰余金 16,603 16,198

自己株式 △907 △445

株主資本合計 26,908 26,966

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 429 702

評価・換算差額等合計 429 702

純資産合計 27,338 27,668

負債純資産合計 35,351 36,091
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年4月1日 
 至 平成20年9月30日) 

売上高 26,175

売上原価 22,504

売上総利益 3,671

販売費及び一般管理費 ※１  2,306

営業利益 1,365

営業外収益  

受取利息 3

受取配当金 33

負ののれん償却額 20

雑収入 43

営業外収益合計 99

営業外費用  

支払利息 20

雑支出 ※２  15

営業外費用合計 35

経常利益 1,429

特別利益  

投資有価証券売却益 6

貸倒引当金戻入額 31

特別利益合計 37

特別損失  

ゴルフ会員権評価損 0

固定資産除却損 13

特別損失合計 13

税金等調整前四半期純利益 1,453

法人税、住民税及び事業税 570

法人税等調整額 △0

法人税等合計 569

四半期純利益 883
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年7月1日 
 至 平成20年9月30日) 

売上高 13,578

売上原価 11,648

売上総利益 1,929

販売費及び一般管理費 ※１  1,264

営業利益 665

営業外収益  

受取利息 1

受取配当金 13

負ののれん償却額 9

雑収入 28

営業外収益合計 53

営業外費用  

支払利息 11

雑支出 2

営業外費用合計 14

経常利益 704

特別利益  

貸倒引当金戻入額 8

特別利益合計 8

特別損失  

固定資産除却損 13

特別損失合計 13

税金等調整前四半期純利益 700

法人税、住民税及び事業税 364

法人税等調整額 △77

法人税等合計 287

四半期純利益 413
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年4月1日 
 至 平成20年9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,453

減価償却費 687

負ののれん償却額 △20

退職給付引当金の増減額（△は減少） △136

前払年金費用の増減額（△は増加） 32

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2

総合設立厚生年金基金引当金の増減額（△は減
少）

120

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26

受取利息及び受取配当金 △36

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △7

ゴルフ会員権評価損 0

支払利息 20

固定資産除却損 19

売上債権の増減額（△は増加） 93

たな卸資産の増減額（△は増加） △29

その他の資産の増減額（△は増加） △131

仕入債務の増減額（△は減少） 67

未払金の増減額（△は減少） △95

未払費用の増減額（△は減少） 2

未払消費税等の増減額（△は減少） 19

その他の負債の増減額（△は減少） △45

小計 1,990

利息及び配当金の受取額 36

利息の支払額 △20

法人税等の支払額 △451

損害賠償金の支払額 △143

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,410

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △1

有価証券の売却による収入 13

有形固定資産の取得による支出 △769

有形固定資産の売却による収入 5

無形固定資産の取得による支出 △16

短期貸付金の増減額（△は増加） 149

投資その他の資産の増減額（△は増加） 12

投資活動によるキャッシュ・フロー △606

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △478

自己株式の処分による収入 0

自己株式の取得による支出 △462

財務活動によるキャッシュ・フロー △940

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △137

現金及び現金同等物の期首残高 836

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  699
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】 

当第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

該当事項はない。 

  

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

 
  

【簡便な会計処理】 

  

 
  

【追加情報】 

  

 
  

当第２四半期連結累計期間       
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

１ 会計処理の原則及び手続の変更 

 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用し、評価基準については、取得原価を基

準とする低価法から原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）に変更している。 

なお、この変更に伴い、従来の方法によった場合に

比べ、当第２四半期連結累計期間における評価損は、

313百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は、それぞれ同額増加している。 

 また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載している。 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

１ 棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、一部の棚卸資産については実地棚卸を省略して

いる。 

２ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっている。 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

 第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機

として、資産の利用状況等を見直した結果、主要な機械

装置の耐用年数を８～10年より７～８年に変更してい

る。なお、この変更に伴い、従来の方法によった場合に

比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益は、それぞれ100百万円減少している。 

 また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記

載している。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 
  

  

(四半期連結損益計算書関係) 

第２四半期連結累計期間 

 
  

  

第２四半期連結会計期間 

 
  

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

 
  

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額    26,061百万円 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額  25,820百万円 

 ２ 保証債務 

(1) 従業員の住宅資金等の銀行借入金30百万円に対し

保証を行っている。 

(2) 出資先である常州金源銅業有限公司の銀行借入金

42百万円に対し保証を行っている。 

 ２ 保証債務 

(1) 従業員の住宅資金等の銀行借入金36百万円に対し

債務保証を行っている。 

(2) 出資先である常州金源銅業有限公司の銀行借入金

41百万円に対し保証を行っている。 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの 

 
※２ 雑支出の主なもの 

 荷造費及び運送費 337百万円

 役員従業員給料手当 904 〃

 退職給付費用 71 〃

  役員退職慰労引当金繰入額 15 〃

 厚生年金基金引当金繰入額 126 〃

 貸倒引当金繰入額 4 〃

 固定資産廃却損 6百万円

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日  
  至 平成20年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの 

 荷造費及び運送費 177百万円

 役員従業員給料手当 454 〃

 退職給付費用 36 〃

 役員退職慰労引当金繰入額 8 〃

 厚生年金基金引当金繰入額 126 〃

 貸倒引当金繰入額 4 〃

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 668百万円

有価証券 30  〃 

現金及び現金同等物 699百万円
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(株主資本等関係) 

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１

日 至 平成20年９月30日) 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  

  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

  

３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  
 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

 
    

  

４ 株主資本の著しい変動に関する事項 

    該当事項はない。 

  

(リース取引関係) 

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ているが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認

められないため、記載していない。 

  

  

(有価証券関係) 

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動はない。 

  

  

(デリバティブ取引関係) 

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はない。 

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 70,156

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 3,360

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年5月27日 
取締役会 

普通株式 利益剰余金 478 ７ 平成20年３月31日 平成20年６月12日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年10月30日 
取締役会 

普通株式 利益剰余金 200 ３ 平成20年９月30日 平成20年12月11日
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(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

  事業は、製品の製造方法・製造過程、並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮し、電線・ケーブル、電

子材料・光部品他に区分している。 

２ 各事業区分に属する主要な製品 

 
３ 会計処理の変更 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用し、評価基準については、取得原価を基準とする低価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更している。 

４ 追加情報 

第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、主要な機械

装置の耐用年数を８～10年より７～８年に変更している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ

て営業利益は、「電線・ケーブル事業」において50百万円、「電子材料・光部品他事業」において3百万

円、それぞれ減少している。 

  

電線・ 
ケーブル 
(百万円)

電子材料・
光部品他 
(百万円)

合計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

11,133 2,445 13,578 ― 13,578

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

7 24 32 （32） ―

計 11,140 2,470 13,610 （32） 13,578

営業利益 53 602 656 9 665

事業区分 主要製品等

電線・ケーブル 裸線、ケーブル（電力用、光、通信用）、被覆線、工事・附属品 

電子材料・光部品他 電子材料、機器システム製品、光部品類、環境分析他 
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当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

  事業は、製品の製造方法・製造過程、並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮し、電線・ケーブル、電

子材料・光部品他に区分している。 

２ 各事業区分に属する主要な製品 

 
３ 会計処理の変更 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用し、評価基準については、取得原価を基準とする低価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更している。 

なお、この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、営業利益は、「電線・ケーブル事業」において

313百万円増加している。 

４ 追加情報 

第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、主要な機械

装置の耐用年数を８～10年より７～８年に変更している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ

て営業利益は、「電線・ケーブル事業」において93百万円、「電子材料・光部品他事業」において6百万

円、それぞれ減少している。 

  

電線・ 
ケーブル 
(百万円)

電子材料・
光部品他 
(百万円)

合計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

21,817 4,358 26,175 ― 26,175

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

11 49 60 （60） ―

計 21,828 4,407 26,236 （60） 26,175

営業利益 326 1,019 1,346 18 1,365

事業区分 主要製品等

電線・ケーブル 裸線、ケーブル（電力用、光、通信用）、被覆線、工事・附属品 

電子材料・光部品他 電子材料、機器システム製品、光部品類、環境分析他 
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【所在地別セグメント情報】 

 当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はない。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はない。 

  

  

【海外売上高】 

 当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略している。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略している。 

   

  

  

(企業結合等関係) 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）  

  該当事項はない。 
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(１株当たり情報) 

  

 
  

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎 

 
  

 
（注） １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。 

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎  

 
  
  

 
（注） １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。 

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎  

 
  

  

１ １株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

409.28円 404.43円 

項目
当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)
前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 27,338 27,668 

普通株式に係る純資産額(百万円) 27,338 27,668 

普通株式の発行済株式数(千株) 70,156 70,156 

普通株式の自己株式数(千株) 3,360 1,741 

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株) 

66,796 68,415 

２ １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 13.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 883

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 883

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,858

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日  
  至 平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 6.15円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

項目
当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日 
  至 平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 413

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 413

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,267
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(重要な後発事象) 

（当第２四半期連結会計期間） （自 平成20年７月１日  至 平成20年９月30日） 

 当社は、経営環境の変化に対応する機動的な資本政策を可能とするため、平成20年10月22日開催の

取締役会において、会社法第459条第１項および当社定款の定めに基づき、自己株式を取得すること

を決議いたしました。 

  

 
  

  

１．取得する株式の種類 ：普通株式 

２．取得する株式の総数 ：200万株を上限としております。 

３．株式の取得価額の総額 ：５億円を上限としております。 

４．取得の期間 ：平成20年10月23日から平成21年3月31日 
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第85期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月30日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議した。 

 
  

２【その他】

① 配当金の総額 200百万円

② １株当たりの金額 ３円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成20年11月12日

タツタ電線株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタ

ツタ電線株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

  

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タツタ電線株式会社及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

  新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士   市 田   龍  印 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士   井 上 正 彦  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成20年11月12日 

【会社名】 タツタ電線株式会社 

【英訳名】 TATSUTA ELECTRIC WIRE AND CABLE CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  藤 江 修 也 

【最高財務責任者の役職氏名】             ― 

【本店の所在の場所】 大阪府東大阪市岩田町２丁目３番１号 

【縦覧に供する場所】 タツタ電線株式会社東京支店 

 (神奈川県川崎市川崎区南町１番１) 

株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

株式会社大阪証券取引所 

 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号) 



当社代表取締役社長藤江修也は、当社の第85期第２四半期(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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